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Ⅰ．研究背景
　2019年に新型コロナウイルス感染症（Corona 
virus disease：以下 COVID-19）が世界で流行
し，臨地実習施設における感染予防や医療従事
者の人員不足により，看護学生が臨地実習に行
けず，学内実習へ変更となった．
　看護基礎教育における技術教育のあり方に関
する検討会報告書（2003）において，看護基礎
教育における臨地実習は，“学生が学内で学ん
だ知識，技術，態度の統合を図り，看護実践能
力の基本を身につけるために不可欠な学習過程
であり，また，実習は看護に必要なコミュニ
ケーションを基盤とした人間関係能力を育成す
る重要な機会である”と述べている（厚生労働
省，2003）．
　また，日本看護系大学協議会による看護
系大学４年生の臨地実習科目の実施状況調
査（2020）によると，計画していた実習695科
目のうち，予定通りに実施できたのは13科目

（1.9％）であり，515科目（74.1％）が臨地では
実施できず，学内実習に変更していたことが報

告されている．学内実習に変更後も COVID-19
感染リスクに配慮しながら，各看護大学では，
ハイブリット型・オンライン型・大学内での学
内実習を工夫して遂行したことを報告してい
る（中川・房間・浅井・森永，2021），（馬塲
他，2022），（中村・山本・木下・佐々木・百田，
2022）．
　学内実習は，直接患者や家族と関わる臨地実
習とはいかないが，学内実習においても，学生
が紙上事例をお互いに患者役と看護師役となっ
て，学び合うことで，臨場感をもたらし，その
学習体験から学習を深めることができると考え
る．
　そこで今回，A 看護系大学の学生の学内実
習における成人看護学実習のうち周手術期実習
でのストーマケア指導と退院指導に焦点をあて
て，学生の学びを明らかにし，指導の工夫を検
討することが必要と考えた．

Ⅱ．研究目的
　本研究の目的は，A 看護系大学の学生の学
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内実習における成人看護学実習のうち，周手術
期実習におけるストーマ造設術後のがん患者の
ストーマケア指導，および退院指導を通しての
学びを明らかにし，指導の工夫を検討すること
である．

Ⅲ．Ａ看護系大学の学内実習における成人看
護学実習の概要

　成人看護学実習は，３年次後期～４年次前期
までの期間に開講している．実習目的は，「健
康障害を持つ成人期の患者とその家族と援助関
係を形成し，健康障害と折り合いをつけ，人生
や価値観を尊重した患者とその家族の QOL の
高い生活や意思決定を支援するため，問題解決
プロセスを用いて，看護実践する能力を養う」
ことである．実習目的を達成するために６つの
実習目標を設けて取り組んでいる（表１）．臨
地での成人看護学実習は３週間を１クールと
し，学生は１～２施設で急性期病棟２病棟と慢
性期病棟１病棟に分かれ，１グループに４～６
名の学生に，１名の教員が専属で指導にあた
る．また，実習目的を達成するために，実習の
まとめとして３週目の木曜日にグループを再編
成して，慢性期看護と周手術期看護として，受
け持ちの患者の事例報告会で学びを共有してい
る．
　 A 看護系大学の学内実習における成人看護
学実習に（以下，学内実習）おいても，臨地実
習と同様の，実習目標，実習目的，指導体制と
し，COVID-19感染予防対策として，学生を２
～３名一組で固定して実施した．また患者役，
看護師役，観察者役を，全員が経験し，患者や
看護師の思考や対応を学べるように配慮をし

た．
　学内実習の１週目は，慢性期実習での学びと
し，糖尿病腎症をもつ患者の事例を看護過程に
添って展開し，看護計画や行動計画をもとに，
看護技術演習や指導を実施した．
　学内実習の２週目から３週目の前半は，周手
術期実習での学びとし，40代の直腸がんでス
トーマ造設術を受ける男性患者の術前から術後
の離床までの患者の経過や変化の情報を更新し
て，患者の病状に合わせて看護過程の展開と，
患者をケアする看護技術演習を実施した．２週
目の最終日には，術前～術後の離床までの学内
実習の振り返りを行った．
　学内実習の３週目の１日目は，術後７日目を
想定してストーマケア指導と，２日目は，術後
11日目を想定して退院指導を実施した．指導
は，２～３名に分かれて，患者役・看護師役・
観察者役を全員が体験するように設定し，ス
トーマケア指導と退院指導を20分間で行うロー
ルプレイを実施した．ストーマケア指導は，看
護師役がストーマ装具（以下：装具）交換の手
順や注意点を指導しながら，患者役がストーマ
演習モデルを着用し，装具は，ワンピース型装
具を使用して実施した．退院指導も同様に，患
者役・看護師役・観察者役を全員が体験するよ
うに設定して，受け持ち患者に必要な退院指導
を学生が準備して，退院指導を実施した．
　ストーマケア指導と退院指導の演習終了後
に，各グループに分かれて，ストーマケア指導
や退院指導の振り返りをした．周手術期実習最
終日には，周手術期看護のまとめをして，７日
間の周手術期実習とした．
　学内実習の３週目の後半は，看護倫理につい

1． 対象と看護師－患者関係を形成する． 

2． 
慢性疾患をもつ患者に対して，症状をコントロールし，障害と生活の制限を受け入れながら

日常生活を調整していけるように援助できる． 

3． 
周手術期・急性期にある患者に対して，心身に受ける侵襲から回復し，健康的な日常生活に

移行していけるように援助できる． 

4． 
終末期にある患者に対して，できる限り良好なＱＯＬを実現し，最期までその人らしく生を

全うすることができるように援助できる． 

5． 医療チームの一員として，メンバーと協働する能力を養うことができる． 

6． 看護専門職としてのふさわしい態度，倫理観を養う． 

 
  

表１　Ａ看護系大学の成人看護学実習の目標
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て臨地実習や今回の学内実習で体験した倫理的
問題の振り返りや，紙上事例を提示して，倫理
的な価値の対立についてのディスカッション
や，日本看護協会の看護者の倫理綱領に基づい
た日々の看護の振り返りを行った．
　実習最終日には，慢性期実習または周手術期
実習の学びをレポートにまとめ，学びを共有す
るカンファレンスをオンライン上で行い，その

後，実習指導の担当教員と学生が個別に学内実
習の評価面接をオンライン上で行った（表２）． 

Ⅳ．研究方法
１．研究デザイン
　質的記述的研究．

  月 火 水 木 金 

オリエンテーシ

ョン 

糖尿病患者擬似

体験の説明 

糖尿病事例の紹

介 

看護過程 

（自宅学習） 

 

Vs測定 

Ａ血糖測定・イン

スリン自己注射

カンファレンス

（関連図，問題点，

看護の方向性） 

 

実習記録 1－3 

提出 

水曜日に実習記録 2～6提出 

Vs測定 

A血糖測定，インスリン自己注射指導 

Bシーツ交換 

C運動療法・栄養指導(ロールプレイ) 

Dフットケア 

E洗髪 

F退院指導実施 

看護過程（自宅

学習） 

 

 

看護過程（自宅学習） 

血糖測定，自己注射指導などの演習

 

看護過程（自宅

学習） 

退院指導実施

準備 

 

看護過程アドバ

イス（個別指導）

直腸癌事例配布

と説明 

直腸癌事例 

課題： 

アセスメント，

関連図，問題点，

看護の方向性等 

（自宅学習） 

手術前～術後2日

目までのVTR視聴

術後のアセスメ

ントと看護計画

立案 

GW  

 

手術後 1日目 

術後 1 日目の観

察とケアの演習

手術後 2日目 

術後2日目の観

察とケアの演

習 

 

術前～術後 2日

目までの直腸癌

事例の看護過程

まとめ 

ストーマセルフ

ケア支援・指導

の学習 

看護過程（自宅学

習） 

術後1日目の観察

とケアの事前学

習 

看護過程(自宅

学習) 

術後 2 日目の観

察とケアの事前

学習 

看護過程(自宅

学習) 

個別指導 

看護過程(自宅

学習) 

個別指導 

 

手術後 7 日目 

ストーマケア指

導 

 

患者・看護師役

になり，ロール

プレイを実施 

（患者模擬体

験：装具交換） 

GW 

手術後 11 日目 

退院指導 

（ストーマケア，食

事，生活の注意）

 

患者・看護師役に

なり，ロールプレ

イを実施 

GW 

周手術期看護実習

のまとめ 

看護倫理（価値

の対立に関する

DVD視聴と GW 

全体発表）

 

看護倫理（日本

看護協会倫理

綱領）GW（遠隔） 

評価面接（遠隔）

（個別面接）  

レポート作成 

GW:グループワーク　VS:バイタルサイン 

遠隔：Zoomまたは Google Meetを使った遠隔指導 

  

表２　Ａ看護系大学の学内実習における成人看護学実習のスケジュール
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〈患者紹介〉Ｂ氏，45歳男性，会社員（営業職）．

身長：175㎝，体重：65.0kg（減少なし）．

〈診断名〉直腸がん（AV:肛門縁1㎝）リンパ節や多臓器への転移は認められない．

TNM分類：T2N0M0 stageⅡ.

〈経過〉

・5 年前に痔と診断される．肛門痛が強い時，排便での出血時には市販の軟膏で対処していた．

・2か月ほど前から，便秘と下痢を繰り返すようになる．

・1か月ほど前から，便が細くなったことを自覚し，排便の都度，出血するようになり近医を

受診．近医での直腸指診で，肛門近くに腫瘍が見つかり，2週間前に精査目的にて大学病院

を受診．大腸内視鏡検査，生検，CT ，MRI 施行され，診断が確定した．

・医師より，直腸切断術と人工肛門造設術，術後の排尿障害，性機能障害などについて詳し

く説明を受け，手術の同意書に署名した．

〈学生に追加した情報〉＊バイタルサインや検査データは別途提示

・入院日：入院時の基礎情報，ストーマサイトマーキング，術前処置の内容について

手術やストーマ造設に対する B 氏と妻の思いが表出され，不安な様子がみられた．

・手術当日（手術記録）：

術式：腹会陰式直腸切断術（マイルズ手術），ストーマ造設術　麻酔：全身麻酔＋硬膜外麻酔

 手術時間：4時間 17 分 

輸液量：3,270㎖, 輸血量：0㎖, 尿量：500 ㎖, 出血量：480㎖

創部：腹部正中切開創，肛門創，骨盤底ドレーン挿入中，人工肛門造設

酸素マスクによる酸素投与，硬膜外カテーテル（硬膜外鎮痛法）（PCA ），末梢静脈点滴，

骨盤底ドレーン，膀胱留置カテーテル，間欠式空気圧迫装置が装着された．

・術後１日目：リカバリー室（回復室）から一般病室に戻った．歩行開始．絶食・水分可．

・術後 2 日目：膀胱留置カテーテル抜去．自排尿量少なく残尿あり，導尿した．看護師によ

るストーマの装具交換が行われた．

・術後 3日目：骨盤底ドレーン，硬膜外カテーテル抜去．食事（流動食）開始．

・術後 4日目：看護師の介助のもと，ガス抜き，便破棄の練習を開始した．

・術後 5日目：B 氏が，看護師がストーマ装具交換をするのを見学した．

・術後 7 日目：シャワー浴開始．初めて B 氏一人でストーマ装具交換を行うことになった．

ストーマ装具交換への不安などが表出された．自排尿後の残尿測定，導尿は継続．

・術後 11日目：退院予定が経ち，退院指導を看護師から受けた．

退院後の生活や，現在起こっている症状への不安などが表出された．

＊下線部が，ストーマケア・退院指導時の患者の状況

図１　直腸切断術，ストーマ造設術を受けた患者の看護事例の概要
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２．用語の定義
１）学び：先行研究の内海他（2022）の“学

び”を参考に，本研究では学びを「学内実習
を通して実施できたこと，考えることができ
たこと，気づけたこと」と定義した．

２）ストーマ：人工肛門．
３）ストーマケア：ストーマの観察，装具交

換，皮膚トラブルの対応など，ストーマ管理
に関するケアの総称．

４）装具：面板とストーマ袋（パウチ）が一体
型のワンピース）型装具．

５）ストーマ用品：ストーマケアに使用する全
ての物品．

３．対象
　 A 看護系大学４年次学生で，第５クール（2020
年５月11日～５月29日），第６クール（2020年
６月１日～６月19日）に成人看護学実習を履修
した学生30名のうち，本研究への協力に同意が
得られた学生の実習記録（アセスメントシー
ト，関連図，統合アセスメントシート，目標 /
問題リスト，看護計画，毎日の記録）である．
　看護計画と評価，毎日の記録を分析の主な対
象とし，学生の記載内容を理解する補助資料と
して，アセスメントシート，統合アセスメント
シート，目標 / 問題リスト，看護計画を使用し
た．

４．データ収集期間
　2021年１月～2021年２月であった．

５．データ収集内容
　３週目の前半２日間のストーマを造設したが
ん患者のストーマケアと退院指導での学生の学
びに関して，毎日の実習記録の SOAP と看護
計画の評価に沿って，援助の際に患者について
観察できたこと，実施できた援助，アセスメン
トできた内容，援助後に考えた必要な看護，援
助を通しての気づき，ストーマケアの患者体験
を通しての気づきについてデータを収集した． 

６．データ収集方法
　対象となる学生に学内メールを送信し，Ａ看
護系大学看護学部棟の学生ラウンジにポスター
を貼り，研究説明会の開催を学生に周知した．
2021年１月に２回，研究説明会を開催し，研究
説明会の会場に来場した学生に研究責任者が，

本研究の趣旨，目的，研究方法，研究成果の公
表，研究への協力は自由意思であり，協力の有
無は成績とは無関係で，協力しなくても不利益
を被らないことを文書と口頭で説明した．
　実習記録を研究に使用することについて同意
が得られる場合には，同意書に署名していただ
き，看護学部棟にある成人看護学実習用のレ
ポートボックスに投函するように説明した．学
内実習で学生の指導を担当していない教員が同
意書を回収し，研究協力に同意の得られた学生
の実習ファイルに記載されている，学籍番号，
学生氏名，担当教員名を削除して実習記録をコ
ピーし，研究対象とした．
　研究説明会では，同意撤回書と返信用封筒を
渡し，研究協力に同意後に，同意撤回を希望す
る場合の同意撤回書の手続きや同意撤回をして
も，学生に不利益がないことを説明した．

７．分析方法
１）毎日の記録，看護計画評価から，ストーマ

ケア指導と退院指導に関して，患者を観察し
たこと，実施できた援助，アセスメントでき
た内容，援助後に考えた必要な看護，援助を
通しての気づき，ストーマケアの患者体験を
通しての気づきに関する記載を抽出し，１文
１意味の１次コードを作成した．

２）１次コードをストーマケア指導と退院指導
に分け，患者について観察できたこと，実施
できた援助，アセスメントできた内容，援助
後に考えた必要な看護，援助を通しての気づ
き，ストーマケアの患者体験を通しての気づ
きについて，意味の類似性に沿って整理をし
た．

３）１次コードを意味の類似性に沿って抽象化
しながら整理し，２次コードをサブカテゴ
リーにし，３次コードをカテゴリーとした．

４）分析の信憑性を確保するため，分析の全過
程について，研究者間で検討した．

８．倫理的配慮
　本研究は，教員が学生の実習記録を対象にす
るため，研究参加は学生の自由意思に基づくこ
と，成績には一切影響しないことや，強制力が
働かないように最大限に留意した．そのため，
学内実習が終了し，成績が確定した後に研究説
明会を実施した．また研究協力への同意書及び
同意撤回書の回収，同意のあった学生の実習記
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録は，研究協力者の匿名性を担保した．
　本研究は，岩手県立大学研究倫理審査委員会
の承認を得て実施した（承認番号292）．

Ⅴ．結果
１．対象の概要
　本研究への協力に同意のあった学生は６名
で，６名の実習記録を分析対象とした．

２．ストーマケアや退院指導での学生の学び
　ストーマケア指導に関する学びは，実習記録
から，142の１次コードが抽出され，50のサブ
カテゴリー，22のカテゴリーが抽出された．
　ストーマケア指導に関する学びのカテゴリー
を【  】，サブカテゴリーを〈  〉で示す．
　以下に１）ストーマケア指導中に観察できた
こと，２）実施できたストーマケア指導，３）
ストーマケア指導でアセスメントできた内容，
４）ストーマケア指導後に考えた必要な看護，
５）ストーマケア指導を通しての気づき，６）
ストーマケアの患者体験を通しての気づきに分
けて示す．

１）ストーマケア指導中に観察できたこと
　　実習記録から，20の１次コード，６つのサ

ブカテゴリー，３つのカテゴリーから抽出さ

れた（表３）．
（1）【ストーマ周囲の皮膚の状態，浮腫や便

の性状】
　　このカテゴリーは，学生が患者の装具交

換中に，ストーマの色，浮腫，ストーマ周
囲の皮膚の状態，便の性状や創痛を観察し
たものであり，１つのサブカテゴリーから
構成された．

（2）【装具交換の手順やストーマ観察の仕方】
　　このカテゴリーは，患者がパウチ内の便

破棄やストーマの洗浄をする手技，装具交
換の手順や，皮膚全体の観察の仕方を観察
したものであり，３つのサブカテゴリーか
ら構成された．

（3）【装具交換中の表情・声色・態度】
　　このカテゴリーは，装具交換で，便破棄

や剥離剤の使用時の患者の表情や言動，声
のトーンや，装具交換中の姿勢を観察した
ものであり，２つのサブカテゴリーから構
成された．

２）実施できたストーマケア指導
　　実習記録から，37の１次コード，15のサブ

カテゴリー，５つのカテゴリーから抽出され
た（表４）．

（1）【装具交換の手順や手技の工夫を指導す
る】

カテゴリー  サブカテゴリー  

ストーマ周囲の皮膚の状態，浮腫や便の性状 ストーマの色，浮腫，ストーマ周囲の皮膚

の状態，便の性状や創痛の有無 

装具交換の手順やストーマ観察の仕方  

  
 

パウチ内の排泄物を破棄している手技 

ストーマの洗浄やふき取りをしている手技

装具交換の手順や，皮膚全体の観察の仕方

装具交換中の表情・声色・態度 装具交換で，便破棄や剥離剤の使用時の表

情や言動 

声のトーンや，装具交換中の姿勢 

 
  

表３　ストーマケア指導中に観察できたこと
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カテゴリー  サブカテゴリー  

装具交換の手順や手技の工夫を指導す

る 

  

  

  

患者がストーマ全体を確認できるように，鏡の使用

方法を指導する 

患者のストーマ洗浄を見守りながら，洗浄の手技や

注意点を指導する 

面板を剥がすための剥離剤の使用や，面板の固定方

法を指導する 

便破棄の方法と工夫を指導する 

装具交換が出来ていることを承認して

指導をする 

装具交換が，手順通りに出来ていることを伝えなが

ら指導する 

きれいに面板を剥がせていることを承認しながら，

装具交換の指導をする 

ストーマの観察や皮膚トラブル対応を

指導する 

ストーマの周囲の皮膚の変化や異常の観察方法を

指導する 

装具交換の注意点や皮膚障害について説明する 

ストーマの皮膚トラブルがあるときは，すぐに病院

に連絡することを説明する 

装具交換後に感想や不安を確認する 初回の装具交換を実施した感想を確認する 

装具交換の手順や手技の不安を聴きながら，ストー

マ指導をする 

職場で装具交換や便臭の不安な思いを聴く 

職場に多機能トイレや，オストメイトトイレがある

のか確認する 

社会保障制度を情報提供する ストーマケア物品の購入について経済的な負担を

確認する 

利用できる社会保障制度について情報提供をする 

表 4　実施できたストーマケア指導
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　　このカテゴリーは，患者がストーマ全体
を確認できるように，鏡の使用方法，ス
トーマの洗浄の手技や注意点，面板を剥が
す剥離剤の使用法などの指導を実施したも
のであり，４つのサブカテゴリーから構成
された．

（2）【装具交換が出来ていることを承認して
指導をする】

　　このカテゴリーは，患者に装具交換が手
順通りに出来ていることを伝える，面板が
きれいに剥がせていることを承認して指導
を実施したものであり，２つのサブカテゴ
リーから構成された．

（3）【ストーマの観察や皮膚トラブル対応を
指導する】

　　このカテゴリーは，患者にストーマの周
囲の皮膚の変化や異常の観察方法や装具交
換の注意点，ストーマの皮膚トラブル時の
対応について指導を実施したものであり，
３つのサブカテゴリーから構成された．

（4）【装具交換後に感想や不安を確認する】

　　このカテゴリーは，初回の装具交換を実
施した患者の感想や，装具交換や職場での
装具交換の不安な思いを確認するなどした
ものであり，４つのサブカテゴリーから構
成された．

（5）【社会保障制度を情報提供する】
　　このカテゴリーは，患者に，ストーマケ

ア物品の経済的な負担の確認や，退院後に
利用できる社会保障制度について情報提供
を実施したものであり，２つのサブカテゴ
リーから構成された．

３）ストーマケア指導でアセスメントできた内容
　　実習記録から，36の１次コード，９つのサ

ブカテゴリー，４つのカテゴリーが抽出され
た（表５）．

（1）【手技や注意点を意識して装具交換がで
きると判断する】

　　このカテゴリーは，装具交換の手技や，
ストーマの観察方法を理解していること，
初回の装具交換で，緊張しながらも，注意
点や自己課題を考えて実施できていること

 
  

カテゴリー  サブカテゴリー  

手技や注意点を意識して装具交換

ができると判断する 

  
  

装具交換の手技や，ストーマの観察方法を理解して装具

交換ができている 

初回の装具交換で，緊張していたが注意点や自己課題を

考えて実施できている 

患者にストーマケアが出来ていることを伝えたことで，

自信をもって前向きに取り組めたと考える  

ストーマケア指導を評価し，次回

の指導方法を考える 

  

面板を切る注意点や，ストーマ周囲の皮膚トラブル予防

を次回指導する必要がある 

便破棄時の便への抵抗感は，今後も続きストーマケアの

受け入れに影響すると考える 

ストーマケアに不安や緊張している様子から，適宜助言

をしていく必要がある 

ストーマケア指導後は退院後の生

活への不安が増加する  
ストーマケアを実施後は，退院後の生活のイメージがつ

くが，今後の生活への不安も増加すると考える 

ストーマの皮膚トラブルの有無を

判断する 

  

患者のストーマを観察し，皮膚トラブルはないと判断す

る 

ストーマの周囲に発赤や浮腫から，ストーマトラブルの

有無を判断する 

表 5　ストーマケア指導でアセスメントできた内容
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カテゴリー  サブカテゴリー  

患者や妻が，効果的にストーマ

ケアを習得する指導方法 

鏡を使ったストーマ周囲の観察方法や装具交換の手技に

慣れるように指導をする 

次回の装具交換は，必要物品の準備からすべて，患者に実

施してもらい，見守りをする 

装具交換の手技に自信が持てるように患者の手技を承認

しながら指導する 

妻にストーマケア指導を行い，妻の不安や疑問に応える 

患者の生活に合わせた装具交

換の工夫や社会資源の活用 

便が手に付着する抵抗感に対して，装具交換の手技や物品

の工夫を説明する 

患者の生活に合わせたストーマケア商品を紹介する 

退院後の生活を想定したストーマケアの工夫や，オストメ

イトトイレの活用を提案する 

患者のボディーイメージの変

化や退院後の不安に寄り添う 

ボディーイメージの変化や退院後への不安があり，患者に

寄り添うケアが必要と考える 

  

表６　ストーマケア指導後に考えた必要な看護

や，患者を承認しながらストーマケア指導
を実施したことで，患者が自信をもって前
向きに取り組めたとアセスメントしたもの
であり，３つのサブカテゴリーから構成さ
れた．

（2）【ストーマケア指導を評価し，次回の指
導方法を考える】

　　このカテゴリーは，装具交換の手技や注
意点や，ストーマ周囲の皮膚トラブル予防
などを，次回指導する必要があること，便
への抵抗感やストーマケアに不安や緊張し
ている様子から，今後も適宜助言をしなが
ら指導する必要があるとアセスメントをし
たものであり，３つのサブカテゴリーから
構成された．

（3）【ストーマケア指導後は退院後の生活へ
の不安が増加する】

　　このカテゴリーは，装具交換を実施後
は，退院後の生活のイメージがつくが，今
後の生活への不安も増加するとアセスメン
トしたものであり，１つのサブカテゴリー
から構成された．

（4）【ストーマの皮膚トラブルの有無を判断
する】

　　このカテゴリーは，ストーマケア指導中

に学生が患者のストーマを観察し，ストー
マの周囲の発赤や浮腫の状況から，ストー
マトラブルの有無をアセスメントしたもの
であり，２つのサブカテゴリーから構成さ
れた．

４）ストーマケア指導後に考えた必要な看護
　　実習記録から，27の１次コード，８つのサ

ブカテゴリー，３つのカテゴリーが抽出され
た（表６）．

（1）【患者や妻が，効果的にストーマケアを
習得する指導方法】

　　このカテゴリーは，ストーマケア指導後
に，次回の装具交換時の指導の工夫や，妻
への指導など，患者や妻がストーマケアを
習得できる方法を考えたというものであ
り，４つのサブカテゴリーから構成され
た．

（2）【患者の生活に合わせた装具交換の工夫
や社会資源の活用】

　　このカテゴリーは，便が手に付着する抵
抗感や，退院後の生活を想定して，装具交
換の手技や物品の工夫の説明や，ストーマ
ケア商品を紹介することを考えたというも
のであり，３つのサブカテゴリーから構成
された．
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カテゴリー サブカテゴリー 

装具交換の手順以外に，ストー

マに対する気持ちの変化をア

セスメントする 

装具交換の手順以外に，ストーマに対する言動や表情から，

気持ちの変化をアセスメントする大切さ 

患者の視点や不安に合わせて

具体的に指導する難しさがある 
患者の視点でストーマケア指導をする難しさ 

ストーマの知識を伝えるだけではなく，患者の不安に合わ

せた具体的な指導をする必要がある 

装具交換後に，患者を把握する

ために，一緒に振り返る必要が

ある 

装具交換の後に，患者の思いや感想を一緒に振り返る必要

がある 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

表７　ストーマケア指導を通しての気づき

（3）【患者のボディーイメージの変化や退院
後の不安に寄り添う】

　　このカテゴリーは，ストーマケア指導中
の患者の様子から，ボディーイメージの変
化や，退院後への不安があることに気づ
き，患者に寄り添うケアが必要であると考
えたものであり，１つのサブカテゴリーか
ら構成された．

５）ストーマケア指導を通しての気づき
　　実習記録から，７つの１次コード，４つの

サブカテゴリーと３つのカテゴリーが抽出さ
れた（表７）．

（1）【装具交換の手順以外に，ストーマに対
する気持ちの変化をアセスメントする】

　　このカテゴリーは，装具交換の手順を指
導するだけでなく，ストーマに対する言動
や表情から患者の変化をアセスメントする
大切さに気づいたというものであり，１つ
のサブカテゴリーから構成された．

（2）【患者の視点や不安に合わせて具体的に
指導する難しさがある】

　　このカテゴリーは，患者の視点でストー
マケア指導をする難しさや，ストーマの知
識を伝えるだけではなく，患者の不安に合
わせた具体的な指導の必要性に気づいたと
いうものであり，２つのサブカテゴリーか
ら構成された．

（3）【装具交換後に，患者を把握するために，

一緒に振り返る必要がある】
　　このカテゴリーは，装具交換後に，患者

の思いや感想を一緒に振り返る必要がある
ことに気づいたというものであり，１つの
サブカテゴリーから構成された．

６）ストーマケアの患者体験を通しての気づき
　　実習記録から，15の１次コード，８つのサ

ブカテゴリーと４つのカテゴリーが抽出され
た（表８）．

（1）【看護師と患者との視点の違いに気づき，
どんなケアも患者の立場になって考える】

　　このカテゴリーは，ストーマケアの患者
体験から，看護師と患者の観る部分が異な
ることや，自分の便を扱う抵抗感を実感
し，どんなケアをする時も患者の立場に
なってケアをすることに気づいたというも
のであり，２つのサブカテゴリーから構成
された．

（2）【生活背景や患者が体験している全人的
苦痛を深く考える】

　　このカテゴリーは，患者の生活背景や
様々な観点から患者を理解することは，患
者が体験している全人的苦痛を深く考えら
れることに気づいたというものであり，１
つのサブカテゴリーから構成された．

（3）【ストーマケア指導は，退院後の生活の
難しさを実感し，不安に繋がる】

　　このカテゴリーは，ストーマケア指導を
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カテゴリー サブカテゴリー 

看護師と患者との視点の違いに気

づき，どんなケアも患者の立場に

なって考える 

看護師と患者の観る部分が異なり，看護師が患者の立場

にならないと気がつかないことが多くある 

自分の便を扱う抵抗感を実感し，どんなケアをする時も

患者の立場になってケアをする 

生活背景や患者が体験している全

人的苦痛を深く考える 
生活背景や様々な観点から，患者を理解することで，全

人的苦痛について深く考えられる 

ストーマケア指導は，退院後の生

活の難しさを実感し，不安に繋が

る 

ストーマケア指導は，退院後の生活がイメージできるが，

ストーマがある生活に不安を感じる 

ストーマケアの手技の難しさから，退院後の生活を想像

して不安に思うことがある 

装具交換時は様々な気配りをするため，毎回交換するの

は疲労蓄積につながる 

ストーマ造設後の生活は，予想以

上に行動制限やボディーイメージ

の変化に繋がる 

ストーマ造設後の生活は，便漏れの不安や周囲の目が気

になり，行動制限につながる 

便破棄や，装具を常につけている状態は，ボディーイメ

ージの変化が思っていた以上に大きい 

 
 

  
  

表８　ストーマケアの患者体験を通しての気づき

カテゴリー  サブカテゴリー 

衣服や入浴の工夫や，ストーマケア物

品の理解度 
スーツを着用時のストーマトラブルの不安や，対応策

を指導後の患者の反応 

家や温泉の入浴方法への患者の関心や，説明後の患者

の理解や思い 

皮膚の保護シートやストーマケア物品の紹介後の，患

者の関心や反応 

症状や食事への不安の言動や表情 退院後の飲酒や食事の指導を受け，安堵した言動や表

情 

残尿への不安な思いを傾聴後に，患者が安心する表情

や言動 

患者や妻が退院指導を聴く姿勢 患者が指導を聞く姿勢や，質問する内容 

退院指導中の患者と妻の会話や表情 

 
  

表 9　退院指導中に観察できたこと
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することは，ストーマがある生活に不安
や，ストーマケアの手技の難しさから，退
院後の生活を想像して不安に思うことがあ
るということに気づいたというものであ
り，３つのサブカテゴリーから構成された．

（4）【ストーマ造設後の生活は，予想以上に
行動制限やボディーイメージの変化に繋が
る】

　　このカテゴリーは，ストーマ造設後で
は，便が漏れる不安や周囲の目が気にな
り，行動制限につながることや，便を破棄
したり，装具を常につけている状態は，ボ
ディーイメージの変化が思っていた以上に
大きいことに気づいたというものであり，
２つのサブカテゴリーから構成された．

３．退院指導での学生の学び
　退院指導に関する学びは，実習記録から，
123の１次コードが抽出され，51のサブカテゴ
リー，22のカテゴリーが抽出された．
　退院指導に関する学びのカテゴリーを《  》，
サブカテゴリーを〔  〕で示す．
　以下に１）退院指導中に観察できたこと，
２）退院指導で実施できたこと，３）退院指導
でアセスメントできた内容，４）退院指導後に
考えた必要な看護，５）退院指導を通しての気
づきに分けて示す．
１）退院指導中に観察できたこと
　　実習記録から，９つの１次コード，７つの

サブカテゴリー，３つのカテゴリーが抽出さ
れた（表９）．

（1）《衣服や入浴の工夫や，ストーマケア物
品の理解度》

　　このカテゴリーは，ストーマトラブルの
不安や，家や温泉の入浴方法，ストーマケ
ア物品の説明後の反応や思いなどを観察し
たものであり，３つのサブカテゴリーから
構成された．

（2）《症状や食事への不安の言動や表情》
　　このカテゴリーは，退院後の飲酒や食事

に関する指導や，残尿への不安な思いを傾
聴したことで，患者が安心する表情や言動
を観察したものであり，２つのサブカテゴ
リーから構成された．

（3）《患者や妻が退院指導を聴く姿勢》
　　このカテゴリーは，患者が指導を聞く姿

勢や，質問する内容，患者と妻の会話や表

情を観察したものであり，２つのサブカテ
ゴリーから構成された．

２）退院指導で実施できたこと
　　実習記録から，47の１次コード，13のサブ

カテゴリー，５つのカテゴリーが抽出された
（表10）．
（1）《患者と妻に装具交換の手順や工夫を指

導する》
　　このカテゴリーは，患者と妻に，装具交

換の手技やトラブルの対処法，趣味の温泉
やゴルフをするための工夫などの指導を実
施できたものであり，３つのサブカテゴ
リーから構成された．

（2）《患者や妻の不安を聴く》
　　このカテゴリーは，知識を押し付けない

ように気をつけながら，患者や妻のストー
マの皮膚変化や職場復帰に関する不安な思
いなどを傾聴することができたものであ
り，３つのサブカテゴリーから構成された．

（3）《患者や妻の不安への対応策や情報を提
供する》

　　このカテゴリーは，ストーマ造設後の生
活の注意点や相談先が掲載されているパン
フレット，信頼できるインターネットサイ
トの紹介，障害者手帳の説明，職場でス
トーマケアをする不安の対応策を指導する
ことを実施できたものであり，４つサブカ
テゴリーから構成された．

（4）《生活習慣病の予防や，食事の注意事項
を指導する》

　　このカテゴリーは，退院後にがんの再発
や生活習慣病の予防をするために，生活習
慣の見直しや，飲酒や食事の工夫や注意事
項の指導が実施できたものであり，２つの
サブカテゴリーから構成された．

（5）《装具交換が出来ていることを承認する》
　　このカテゴリーは，患者の装具交換が出

来ていることを承認したことで，患者が前
向きになる指導を実施できたものであり，
１つのサブカテゴリーから構成された．

３）退院指導でアセスメントできた内容
　　実習記録から，39の１次コード，14のサブ

カテゴリー，６つのカテゴリーが抽出された
（表11）．
（1）《入院前と同じ生活ができない不安があ

る》
　　このカテゴリーは，排尿障害や便臭への
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不安を聴き，今後の生活への影響や，趣味
のゴルフへの意欲と諦める思い，ストーマ
管理をしながら職場復帰ができるか不安を
抱えていることをアセスメントしたもので
あり，３つのサブカテゴリーから構成され
た．

（2）《指導を受けている患者の姿勢から，退
院後に装具交換ができる》

　　このカテゴリーは，退院指導時に患者が
不安や疑問を表出し，装具交換を習得する

意欲や，職場でも装具交換を工夫する姿勢
があることから，退院後に装具交換ができ
ることをアセスメントしたものであり，２
つのサブカテゴリーから構成された．

（3）《食事指導で，患者が前向きな気持ちに
変化する》

　　このカテゴリーは，食事の工夫で好きな
ものを飲食できると知り，前向きな気持ち
に変化したことや，患者の前向きな言動や
表情から，食事指導の効果があったことを

カテゴリー  サブカテゴリー 

患者と妻に装具交換の手順や工夫を指

導する 

 

患者と妻に，装具交換の手技やトラブルの対処法の

説明をする 

装具の破棄方法や，オストメイトトイレの説明をす

る 

温泉やゴルフをするため，ストーマベルト着用や温

泉に入る工夫を指導する 

 

患者や妻の不安を聴く 

 

知識を押し付けないように気をつけながら，患者や

妻の不安を聴く 

患者や妻が，ストーマの皮膚変化の不安を感じてい

る思いを聴く 

職場の人間関係や職場復帰に関する不安や思いを傾

聴する 

 

患者や妻の不安への対応策や情報を提

供する 

 

ストーマ造設後の生活の注意点や相談先が載ってい

るパンフレットを患者に配布する 

信頼できる情報が掲載しているインターネットサイ

トを紹介する 

装具の費用を心配する患者と妻に，障害者手帳の申

請方法を説明する 

職場でストーマケアをする不安の対応策を指導する

 

生活習慣病の予防や，食事の注意事項

を指導する 

がんの再発や生活習慣病の予防をするために，生活

習慣の見直しを患者と一緒に行う 

飲酒や食事の工夫や注意事項を指導する 

装具交換が出来ていることを承認する 装具交換が出来ていることを承認したことで，患者

が前向きになる 

 

 

 

 

 

 

表 10　退院指導で実施できたこと
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カテゴリー  サブカテゴリー  

入院前と同じ生活ができない不

安がある 

 

排尿障害や便臭への不安を聴き，今後の生活への影響が

あると考える 

趣味のゴルフへの意欲と，諦める思いがあると考える 

ストーマ管理をしながら職場復帰ができるか不安を抱え

ていると考える 

指導を受けている患者の姿勢か

ら，退院後に装具交換ができる 

 

指導時に患者が不安や疑問を表出し，装具交換を習得す

る意欲があると考える 

職場でも装具交換を工夫して行う姿勢があると考える

食事指導で，患者が前向きな気持

ちに変化する 

 

食事の工夫で好きなものを飲食できると知り，前向きな

気持ちに変化したと考える 

今まで通り飲食できると知り，食事に前向きな言動や表

情がみられ，食事指導の効果があったと考える 

ストーマケアの相談窓口を紹介

したことで，患者や妻の不安が解

消する 

 

職場復帰への不安や解決方法を話し合い，不安を解決で

きたと考える 

ストーマトラブルの予防や，ストーマの相談窓口を伝え

ると患者が安心したと考える 

妻に退院指導を実施し，妻の不安や疑問を解消できたと

考える 

装具交換に自信がつき，患者らし

い生活を送れる 

 

装具交換に自信を持ち，退院後の生活を送ることができ

ると考える 

社会資源や障害者手帳の申請を説明し，助成を受けながら， 
患者らしい生活を送れると判断する 

患者の趣味は，生きがいや強みに

なる 
ストーマケアの工夫で，ゴルフができると知り，患者が

安心したと考える 

趣味を続けたい思いは患者の生きがいになり，大切な強

みになると考える 

 
 
 

表 11　退院指導でアセスメントできた内容
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カテゴリー サブカテゴリー 

患者の不安の軽減に向けて，必

要な情報を伝えること 

 

退院までに患者の疑問をできるだけ把握し，その都度情報提

供を行う 

患者が心配している排尿障害や今後の治療方針を医師に確

認する必要性を考える 

ストーマ管理の費用負担を考え，障害者手帳の取得やその他

のサービスの説明の必要性を考える 

退院後の生活がイメージ出来

る関わり 
退院指導後の患者の理解度の確認をしながら，退院後の生活

がイメージ出来るように関わる 

患者や妻を承認し，自己効力感

を高める援助 
患者と妻の努力や，出来ているところを承認し，自己効力感

を高められる援助を考える 

 
退院後に患者を支える相談窓

口や方法 

 

患者が悩みを抱え込まないようにストーマ外来や患者会の

相談窓口の伝える 

職場の上司の理解を得るために，ストーマケアのパンフレッ

トの配布や患者を支援する方法を考える 

患者や妻の退院後の生活を支

える外来看護 
外来予定日以外に，緊急時の外来窓口の説明が必要と考える

退院後の生活に不安がないか，外来受診時に確認して貰う必

要性を考える 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 12　退院指導後に考えた必要な看護

アセスメントしたものであり，２つのサブ
カテゴリーから構成された．

（4）《ストーマケアの相談窓口を紹介したこ
とで，患者や妻の不安が解消する》

　　このカテゴリーは，職場復帰への不安や
解決方法を患者と話し合い，ストーマトラ
ブルの予防や，相談窓口を伝えることや，
妻に退院指導を実施して，不安や疑問を解
消できたことをアセスメントしたものであ
り，３つのサブカテゴリーから構成された．

（5）《装具交換に自信がつき，患者らしい生
活を送れる》

　　このカテゴリーは，退院指導で患者が，
装具交換に自信を持ち，退院後の生活を送
ることができることや，社会資源や障害者
手帳の説明により，助成を受けながら，患
者らしい生活を送れるとアセスメントした
ものであり，２つのサブカテゴリーから構
成された．

（6）《患者の趣味は，生きがいや強みになる》
　　このカテゴリーは，ストーマケアの工夫

で，趣味のゴルフができると知り，患者が
安心したことや，趣味を続けたい思いは患
者の生きがいになり，大切な強みになるこ
とをアセスメントしたというものであり，
２つのサブカテゴリーから構成された．

４）退院指導後に考えた必要な看護
　　実習記録から，14の１次コード，９つのサ

ブカテゴリー，５つのカテゴリーが抽出され
た（表12）．

（1）《患者の不安の軽減に向けて，必要な情
報を伝えること》

　　このカテゴリーは，退院までに患者の疑
問をできるだけ把握し，情報提供をするこ
とや，患者が心配している排尿障害や今後
の治療方針を医師に確認すること，ストー
マ管理の費用負担を考え，障害者手帳など
の説明をする必要性を考えるものであり，
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カテゴリー サブカテゴリー 

患者に必要な情報と患者が知

りたい情報を解り易く指導 
患者に伝えたい退院指導するのではなく，患者の気持ちを伺

いながら指導する 

患者に伝えたい情報と患者が知りたい情報をすり合わせて

退院指導をする 

患者の背景を考えて指導をすることで，解り易い退院指導が

できる 

患者と妻の思いや不安に寄り

添い，その人らしい生活を取り

戻す支援 

 

患者と妻と一緒に指導をすることは，共通の不安や疑問を確

認して，解決策を考えられる 

患者の気持ちの変化や不安をゆっくり聴いて心理面への関

わりをする大切さを学ぶ 

元通りの生活になれないが，その人らしい生活を取り戻せる

ように一緒に考える 

がん患者という視点を持ち，全人的苦痛の緩和や，今後もが

ん治療が続く患者や家族に寄り添う 

病棟完結ではなく，継続的な外

来支援 
退院指導は病棟で完結ではなく，外来に繋げ，継続的な支援

をする 

 
 
 

 

表 13　退院指導を通しての気づき

３つのサブカテゴリーから構成された． 
（2）《退院後の生活がイメージ出来る関わり》
　　このカテゴリーは，退院指導後の患者の

理解度の確認をしながら，退院後の生活が
イメージ出来るように関わる必要性を考え
たものであり，１つのサブカテゴリーから
構成された．

（3）《患者や妻を承認し，自己効力感を高め
る援助》

　　このカテゴリーは，患者と妻の努力や，
出来ているところを承認し，自己効力感を
高める援助を考えたものであり，１つのサ
ブカテゴリーから構成された．

（4）《退院後に患者を支える相談窓口や方法》
　　このカテゴリーは，患者が悩みを抱え込

まないようにストーマ外来や患者会の相談
窓口の伝えることや，職場の上司の理解を
得る方法を考えたものであり，２つのサブ
カテゴリーから構成された．

（5）《患者や妻の退院後の生活を支える外来
看護》

　　このカテゴリーは，緊急時の外来窓口の
説明や，退院後の生活に不安がないか，外
来受診時に確認して貰う必要性を考えたも
のであり，２つのサブカテゴリーから構成
された．

５）退院指導を通しての気づき
　　実習記録から，14の１次コード，８つのサ

ブカテゴリー，３つのカテゴリーが抽出され
た（表13）．

（1）《患者に必要な情報と患者が知りたい情
報を解り易く指導》

　　このカテゴリーは，患者に伝えたい退院
指導をするだけでなく，患者の気持ちを伺
うことや，患者が知りたい情報や，患者の
背景を考えて指導することで，解り易い退
院指導になると気づいたものであり，３つ
のサブカテゴリーから構成された． 

（2）《患者と妻の思いや不安に寄り添い，そ
の人らしい生活を取り戻す支援》

　　このカテゴリーは，患者と妻と一緒に指
導をすることは，共通の不安や疑問を確認
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でき，解決策を考えられることや，患者の
気持ちの変化や不安をゆっくり聴く心理面
の関わりで，その人らしい生活を取り戻す
支援になることや，がん患者という視点を
持ち，全人的苦痛の緩和や，今後もがん治
療が続く患者や家族に寄り添う大切さに気
づいたものであり，４つのサブカテゴリー
から構成された．

（3）《病棟完結ではなく，継続的な外来支援》
　　このカテゴリーは，退院指導は病棟で完

結ではなく，外来に繋げ，継続的な支援を
することに気づいたものであり，１つのサ
ブカテゴリーから構成された．

Ⅵ．考察
　本研究の結果から，Ａ看護系大学の学生の学
内実習における成人看護学実習のうち，周手術
期実習におけるストーマケア指導を通しての学
び，退院指導を通しての学び，学内での周手術
期実習における指導の工夫について考察を述べ
る．

１．周手術期実習におけるストーマケア指導を
通しての学び

　直腸癌の周手術期看護は，成人臨床看護論で
学生は講義を受けているが，患者へのストーマ
ケア指導やストーマ装具交換を行った経験がな
い中で，自己学習や教員の指導に基づき実施し
た．
　学生は，ストーマケア指導中の観察として，
患者がきちんと【装具交換の手順やストーマ観
察の仕方】が出来ているのかを確認しながら指
導をしていた．そして，学生自身も患者の〈ス
トーマの色，浮腫，ストーマ周囲の皮膚の状
態，便の性状や創痛の有無〉を観察しながら，
ストーマケア指導を実施していた．
　また，実施できたストーマケア指導として，

【装具交換の手順や手技の工夫を指導する】や，
【装具交換が出来ていることを承認して指導を
する】ことを意識して指導し，【装具交換後に
感想や不安を確認する】ことや，装具交換に関
する手技や職場環境についての不安や思いを聴
く機会をつくりながら指導を実施していた．そ
して，患者のストーマケアの手技や手順の様子
から，【手技や注意点を意識して装具交換がで
きると判断する】や，【ストーマケア指導を評
価し，次回の指導方法を考える】など，ストー

マケア指導の不足点や今後の課題をアセスメン
トし，【患者や妻の退院後の生活を支援する】
など，患者や妻に必要な看護や指導を考えてい
た．
　ストーマケア指導を通しての気づきとして，
学生が自己学習をしてきたストーマケアの情報
を伝えるだけではなく，【装具交換の手順以外
に，ストーマに対する気持ちの変化をアセスメ
ントする】ことや，【装具交換の後に，患者を
把握するために，一緒に振り返る必要がある】
と気づきを得ていた．
　ストーマケア指導について，深野・辻仲・大
島・力山（2021）は，術後早期のストーマケア
確立に影響を及ぼす因子として，術後の疼痛や
ストーマの合併症を挙げており，患者や家族の
状況を把握しながら，装具・ストーマケアを管
理しやすい工夫を支援する必要性を報告してい
る．今回の学内実習において，学生は，ストー
マケア指導においても，患者や家族に必要な情
報や装具交換の手技や工夫を指導しており，臨
床実践で行うストーマケア指導に必要な視点や
注意点を意識しながら指導が出来ていたと考え
る．そして，ストーマケアの患者体験をした学
生は，「患者がストーマケア指導を受けること
で，ストーマケアの理解が深まり安心する」と
考えていたが，【ストーマケア指導は，退院後
の生活の難しさを実感し，不安に繋がる】こと
に気づき，学びを深めていた．更に，【ストー
マ造設後の生活は，予想以上に行動制限やボ
ディーイメージの変化に繋がる】ことに共感
し，【看護師と患者との視点の違いに気づき，
どんなケアも患者の立場になって考える】大切
さを学んでいた．
　山﨑（2020）は，看護における共感につい
て，“看護師が，相手に共感できるためには，
すべての人を人間として尊重する気持ちを常に
持つことが必要である．相手を尊重することが
共感を生み，そのことによって患者が安心でき
て心地よい看護が生じる．”と述べている．今
回の学内実習においても，患者のストーマ造設
し，ストーマ管理を一生しかなければいけない
患者に共感し，患者の立場になってケアをする
ことや，患者を尊重し，思いやりのある看護の
学びを深めたと考える． 
　しかし，学内実習では患者役を学生が行って
いることから，患者役もストーマケアの知識が
あり，ストーマが露出している状況で，看護師
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役が患者役からの質問に戸惑いや，返答に時間
を要しても，患者役が待てる状況で指導が行わ
れていた．臨地実習で受け持つ患者のストーマ
ケア指導は，体調変化や，ストーマを露出する
羞恥心，不慣れな指導に不信感をもつことがあ
るため，そのような患者の状況をイメージでき
る状況設定の検討が必要であると考える．

２．周手術期実習における退院指導を通しての
学び

　退院指導では，学生が受け持ち患者に必要な
退院指導を自己学習し，退院指導を考えて実施
した．
　本研究の結果から，学生は，退院指導中の観
察で，《衣服や入浴の工夫や，ストーマケア物
品の理解度》を確認し，《患者や妻が退院指導
を聴く姿勢》を観察しながら退院指導をしてい
た．
　退院指導で実施できたことについては，ス
トーマケアについて《患者や妻の不安を聴く》
や，職場復帰や趣味について不安を抱えている

《患者や妻の不安への対応策や情報を提供する》
こと，《生活習慣病の予防や，食事の注意事項
を指導する》などをしていた．そして退院指導
を受けている患者と妻の反応から，《食事指導
で，患者が前向きな気持ちに変化する》，《ス
トーマケアの相談窓口を紹介したことで，患者
や妻の不安を解消する》，《患者の趣味は，生き
がいや強みになる》などのアセスメントをして
いた． 
　更に，退院指導後を通して考えた必要な看護
として，《患者の不安を軽減に向けて，必要な
情報を伝えること》で，患者や妻を《退院後に
患者を支える相談窓口や方法》や，《患者や妻
の退院後の生活を支える外来看護》を考えてい
た．そして，退院指導を通しての気づきとし
て，《患者と妻の思いや不安に寄り添い，その
人らしい生活を取り戻す支援》が必要なことに
気づき，患者は〔元通りの生活になれないが，
その人らしい生活を取り戻せるように一緒に考
える〕看護師の役割の大切に気づいていた．
　この退院指導での学びは，武・堤（2020）が
大腸癌患者の永久的ストーマ保有に伴う体験に
おける意味獲得プロセスで，永久ストーマ保
有しているがん患者がストーマのある生活に
脅威を感じることや，悲しみを抱え込みなが
ら，現実的な課題へ専心していく患者の状況と

類似している．そして，その支援として武・堤
（2020）は，患者の状況を受け止めて承認する
ことや，個々の喪失体験の語りや喪失状況に見
合う生活の回復を長期的に支援することの重要
性を報告している．また，茂野・梅村・伊井・
安田・道券（2017）は，ストーマ保有者のス
トーマセルフケア状況と不安，QOL との関連
を明らかにし，“入院中は「基本的ストーマケ
ア」「社会における行動」を重視した指導を行
い，退院後も継続した支援・サポートを行うこ
とで，ストーマ保有者の不安を軽減し，QOL
を保つことができる”と述べている．
　今回，学生が実施した退院指導や，その後の
看護の気づきでも同様に，患者の不安や思いに
寄り添いながら，ストーマケアの手技の確立
や，社会資源の活用，退院後の相談窓口を伝え
ながら，新しい生活に適応しようと努力をして
いる患者を理解し，患者の生活に合った具体的
な支援の重要性の学びを得ていた．
　しかし，臨地実習では，疾患は同じであって
も，患者の背景や，病状が一人一人異なる患者
を受け持つ．今回の学内実習では，１事例で学
内実習を展開したが，グループ毎に患者の背景
や疾患，家族構成を変えるなどして，様々な患
者を受け持ち，看護過程の展開ができる取り組
みを検討する必要があると考える．

３．学内での周手術期実習における指導の工夫
　中村他（2022）は，看護系大学３年次12月と
４年次５～６月に２週間の老年看護学実習Ⅱと
して，学内実習の効果について，臨地実習の目
的・目標に合わせて，臨地実習の類似したスケ
ジュールで高齢者の周手術期の事例展開し，動
画や模擬電子カルテシステムを活用し，モデル
人形の使用や，教員が患者役や病棟看護師役に
なり，学内実習を実施した結果，概ね実習目標
の達成ができ，事例にじっくり取り組めたこと
を報告している．
　本研究のＡ看護系大学の学内実習での周手術
期実習においても，学生は紙上事例を展開しな
がら，患者イメージを広げて患者役を演じ，そ
の反応をとらえて，看護過程に沿い，援助を実
施・評価をして，臨地実習に類似した質の高い
学びが得られたと考える．
　また，阿部（2021）は，“「看護過程を展開す
る力」は，看護職が専門職であることの基盤と
なる力といっても過言ではない”と述べてお

96 岩手県立大学看護学部紀要25：79−98，2023



り，今回の学内実習においても，看護技術やス
トーマケア・退院指導の実践にとどまらず，患
者の全体像を捉えて，看護過程を展開して学び
を深めることができたと考える．
　更に，安酸（2017）は，“看護学実習は，学
生が看護技能という手段を媒介にして，看護の
対象と目的を持った相互主体的な関りのプロセ
スを体験し，さらにその体験を看護技術として
理論的に検証し，意味づけてしていくことが看
護学実習で学ぶべきこと”や，“その経験をし
た学生のプロセスに，理論的に意味づけて，教
員が学生にフィードバックをすることが重要で
ある”と述べている．　
　今回の学内実習においても，学内での周手術
期実習における指導の工夫として，周手術期に
ある患者を学生が受け持つ中で，術前から退院
まで，日々変化する患者の状態を詳細に伝える
資料の作成や，補足説明を行った．そして，患
者の状態の変化を包括的アセスメントしなが
ら，主体的に看護援助や患者の指導を実施して
貰い，その結果を毎日のカンファレンスや個別
の面談のなかで担当教員が学生にフィードバッ
クをしながら，学生と共に看護援助の理論的意
味づけを行うように関わったことが，臨地実習
に類似した質の高い学びに繋がったと考える．
　周手術期における学内実習の課題は，チーム
医療を学ぶ機会が学内実習では少ないことであ
る．学内実習において，病棟で患者を支える医
療チームの説明や，退院後に外来や在宅で支え
る多職種について教員の説明が不足していた可
能性がある．学生は患者のストーマケアや退院
指導後の支援として，〔患者が悩みを抱え込ま
ないようにストーマ外来や患者会の相談窓口の
伝える〕や，《患者や妻の退院後の生活を支え
る外来看護》の必要性を挙げていた．その他の
多職種やチーム医療についての学びを深めるた
めに，今後は，チーム医療や多職種の役割を，
動画などの教材を活用して，学びを深める方法
を検討する必要があると考える．

Ⅶ．本研究の限界と今後の課題
　本研究の限界は，一大学での成人看護学実習
を行った学生を対象としたこと，研究対象とし
た実習記録が少ないことから，学内での周手術
期実習におけるストーマケア指導や，退院指導
による学びについて一般化するには限界がある
ことである．

　今後は，学内での周手術期実習全体を通して
の学びや成人看護学実習全体を通しての学びを
分析し，学生の学びの多い学内実習の授業案に
ついて明らかにすることが課題である．

Ⅷ．結論
　 A 看護系大学の学生の学内実習における成
人看護学実習のうち，周手術期実習におけるス
トーマケア指導，退院指導を通しての学びを明
らかにすることを目的に，本研究に協力を得た
６名の学生の実習記録を対象に，質的帰納的に
分析を行った．その結果，周手術期実習におけ
るストーマケア指導を通して，【ストーマ周囲
の皮膚の状態，浮腫や便の性状】など，22の学
びのカテゴリーが抽出された．また，退院指導
を通して《衣服や入浴の工夫や，ストーマケア
物品の理解度》など，22の学びのカテゴリーが
抽出された． 
　本研究の結果から，学内での周手術期実習に
おいて，学内での演習や学生同士のロールプレ
イにより，患者の反応をとらえて，看護過程に
沿い援助を考えるという質の高い学びが得られ
たと考えた．しかし，今後も効果的な学内実習
を行うために，本研究の課題解決や，更に内容
を吟味しながら，より良い看護を目指した学内
実習ができる授業案を検討する必要性が示唆さ
れた．
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